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1.はじめに

水溶性で生体にやさしいと言われている合成高分子の

1つポリビニルアルコール(PVA)の理論弾性率は約250

GPaと, PEのそれに匹敵することが知られている｡超高

分子量PEのゲル紡糸で得られたものの超延伸物からす

でに理論弾性率に近いものが得られている｡しかしPVA

では､延伸を高めるためいろいろの手段が講じられてい

るが､分子間の水素結合能のためゲル紡糸物等の超延伸

は達成されていない｡

ここではNaClを含んだPVA水溶液をキャストすること

でフイルムを作成し､ NaCl添加効果とフイルムの延伸

性･物理的性質の関係を調べる0

2.実　験

ユニチカケミカル麻)提供の酢酸ビニルから誘導した

PVA (アタクチックPVA:α-PVA)を用いた｡重合度1720､

ケン化度98.89 nlO1%である｡ NaCI Oから10wt%の水

溶液を用い､ 5wt%のPVA水溶液を作成し､その水溶液

をシャーレ中に室温でキャストしフイルムを得た｡ NaCl

を含むPVAキャストフイルムを水中で除去後乾燥した｡

得られたフイルムの密度､延伸性､破断強度､弾性率を

調べるとともにDSC測定ならびに広角Ⅹ線回折写真撮影

も行った｡

3.結果と考察

NaClを含むフイルムをまず水洗いするだけで約80%の

NaClを除去することができた｡さらにそのフイルムを水

中保存すると､約2日でほぼ全てのNaClを除去すること

ができたo NaClを含むフイルムもNaClを除去したフイ

ルムも､水中で安定で､ 70℃の温水中でも十分絶えた｡

NaClを除去したフイルムの融点は､ NaClを除く前の

NaCl含量に影響されずほぼ225℃であった｡しかし融解

熱はNaCl含量3 wt%まで上昇し､以後はぼ一定であっ

た｡

NaClを除去したフイルムの密度と元のNaCl含量の関

係は､ NaCl含量3wt%まで上昇し､以後はぼ一定であっ

た｡この結果は融解熱測定の結果と一致した｡

NaClを除去したフイルムの延伸倍率と元のNaCl含量

の関係を図示したのがFig.1である｡図から明らかなよ

うにNaCl含量3 wt%まで上昇､その後多少減少し､以

後はぼ一定となった｡ 3 wt%添加物の延伸倍率は未添加

物のそれの約3倍となった｡破断直前まで延伸したもの

の弾性率と元のNaCi含量の関係を図示したのがFig.2

である｡ 3 wt%添加物の弾性率は未添加物のそれの約3

倍で､約30GPaとなった｡両者の広角Ⅹ線回折写真は､

ー21-

前者のものが明確なパターンとなるが､これまで得られ

たもののスポットに比べると､とりたて鋭敏なものでな

かった｡

以上の結果から､ NaClを適度に含むPVA水溶液をキャ

ストすると､ 2相分離を起し､その相分離に際し､ PVA

分子同士の絡みの少ない状態で微結晶を形成していると

考えられる｡ NaCl未添加キャストフイルムでは､相分離

の経路を通らないので､キャスト中に分子同士の絡みを

生成しつつ水分子の蒸発を起し､その状態を経つつ微結

晶を形成すると考えられる｡それらの結果､ NaCl添加物

では､結晶化度が高いにもかかわらず延伸性が高く､そ

のため弾性率も高いものが得られると考えられる｡

この研究は,下記の論文として印刷され､国際特許とな

っている｡
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Fig.l Relationship between Draw Ratio and

Concentration of NaCl.
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